
　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
6月5日（木）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、第19回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。今回
は、小林益久松阪市副市長を講師として招き行われました。
　同センターは、大学院経済学研究科と緊密に協力し、領
域横断型の研究を開拓、その成果を内外の大学、研究機関

をはじめ、広く社会に還元することを任務としています。
その一環として、地域に開かれた研究活動を推進するため
に、本学経済学部同窓会である社団法人キタン会と共同で
「名古屋ビジネスセミナー」を開催しています。
　セミナーでは、佐藤宣之国際経済政策研究センター教授
の司会のもと、木村同センター長による開会あいさつに続
いて、小林副市長による「『公募』副市長の冒険」と題し
た講演が行われました。
　小林副市長は、元々は公務員ではなく、日米英の金融機
関で勤務し、国債ストラテジストの第一人者として活躍、
その後、松阪市副市長の公募に応じ、平成22年から副市長
の職に就いています。講演では、「定説を疑う。」等の自身
のモノの見方を紹介した後、松阪牛の存在がかえって松阪
市のポテンシャルの発揮を邪魔しているという逆説的な見
方を問題提起し、住民協議会を活用した「市民力の引き出
し」、企業・大学との積極的な連携、国内外への輸出を目
指す「環境観光都市」松阪モデル等々、松阪市の改革の取
組みを紹介しました。
　参加者は終始熱心に聴き入り、セミナー後のアンケート
においても、反響の高い講演であることがうかがえました。

　教育学部附属中・高等学校は、5月30日（金）、同校交流
棟4階交流ホールにおいて、校舎機能改修竣工式を開催し
ました。式典には、濵口総長をはじめ、学内外から約90名
が参加し、松田教育学部長から、株式会社鴻池組、株式会
社ホクエー電工、株式会社カケン、株式会社長大、株式会
社ピーエーシーに感謝状が贈呈されました。

　現在、同校はスーパー・サイエンス・ハイスクール（SSH）
及びスーパー･グローバル･ハイスクール（SGH）アソシエ
イトの指定を受けています。今回の機能改修により、すべて
の教室の廊下側に引き違い窓が設置され、SSH及び SGHア
ソシエイトの公開授業や研究会において廊下側からの参観
が可能になりました。また、環境面も断熱性を飛躍的に向上
させるなど、より快適でエコな教育環境を実現しました。
　新営された交流棟は、グローバル人材の育成を目指し
た高大接続カリキュラムの構築を、同学部・同研究科と
協同で取り組むための中核拠点となります。同校では毎
年、世界各国から研究者 ･教育関係者や生徒 ･学生を200
名近く受け入れており、来校した高校生の中には、本学の
グローバル30プログラムへ進学する学生もいます。和室や
交流ホールでは、協同研究や交流活動が行われ、その成果
はTV会議システム等を活用して国内外へ発信していきま
す。また、図書館では資料検索やディスカッションが、協
同研究を行う際には、生物教室や化学教室で実験観察が可
能です。このように、交流棟は、グローバル交流の拠点で
あるとともに、高大接続における情報発信の中心的建物と
しての役割を果たしています。
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